
意見交換において内容の充実が図られ、医師の参加者からも好評を得ています。   

講師やワークショップのファシリテ一夕ーの調整は、秋田県緩和ケア研究会が協力し、  

研修主催病院を支援しています。   

今後、今回推薦した病院を含む各がん診療連携拠点病院の主催により、県内各地で計  

画的に実施していくことにしています。  

○ 緩和ケア医師を対象とした実践的な専門研修の実施   

緩和ケアチームに従事する医師を対象とし、症例検討のほか、緩和ケア病棟や訪問診   

療・訪問看護の現場などで、それぞれの専門医がマンツーマンで指導する実践的で密度   

の高い緩和ケア研修を実施しています。  

がん登録  

○ 地域がん登録   

秋田県地域がん登録委員会を組織し、地域がん登録事業を県の事業として実施してい   

ます。  

○ 院内がん登録  

各医療機関における院内がん登録の普及を図るため、秋田県がん診療連携協議会では、   

電子カルテ上で作動する院内がん登録支援システムを開発するとともに、地域がん登録   

の登録項目との定義・ルールの調整等を行っています。  

予防・検診  

O P ET－CTの導入   
がんの早期発見と適切な診療の実施を推進するため、がん診療連携拠点病院にヱ旦ユ   

ーCTを整備する経費を助成しています。  

○ 子宮がん検診の推進  

20歳から39歳の若年層について年1回の子宮がん検診の受診を推奨し、近年増加   

している若年層における子宮がんの早期発見、早期治療を推進するするため、市町村に   

対して子宮頚部がん検診の実施経費を助成しています。  

相談支援・普及啓発  

○ 患者団体等と連携した相談支援活動の実施  

・ 県は、患者団体等の連合組織「秋田県がん患者団体連絡協蒔会」（平成20年5月1乙日  

「がんサロン きぼうの  結成）の活動を多面的にバックアップし、同協議会が運営する  

虹」をモデル事業として支援しています。   

笹渾会「がん患者とその家族・適抑ン  

ポ榊23日）の開催などの啓  
発行事を、県と同協議会との協働により企画・開催し、患者等が主体となった相談支援  

活動を推進していくための県内における気運を醸成しています。  
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がん診療連携拠点病院等の相談支援センターが患者団体等との連携・協力により相談  

支援を実施する体制を整備する一環として、患者経験者等を対象にピアサポート研摩会  

を開催しています。  

○ セカンドオピニオンリストの作成   

秋田県がん診療連携協議会では、がん診療連携拠点病院等の主要病院について空旦∠   

ドオピニオン医師のリストや手続き等を記載した冊子を作成し、県内の医療機関に配付  

しているほか、ホームページに掲載しています。  

医療水準の均てん化  

○ 地域中核病院のがん診療機能の強化   

公卿各二次医療圏のがん診療における旦塵堕   

な病院に対して、県独自の支援制度により、その診療機能の強化を図っています。  

○ テレパソロジー及びテレラジオロジーの推進   

室巴医のいない医療機関における病卿診断を支援するため、通信   

ネットワークを活用した遠隔病理診断支援システム（テレパソロジー）及び放射線画像   

診断支援システム（テレラジオロジー）の整備を進めています。既にモデル地区での運   

用が開始しており、今後、県内での普及を図 っていきます。  

○ がんに関する調査研究の推進  

県内の院内がん登録等から得られる診療情報の収集、  羅患率等のがんの実態把握し、  

これらの情報の分析、がん治療に関する県への提言を畢るため、秋田大学医学部附属病  

院へ研究を委託しています。  
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（2）平成20年度がん対策事業の概要  

区 分  事 業 名   内 容   

1 放射線療法及び化学療   ○がん放射線機器等整備事  がん診療連携拠点病院における放射線   

法の推進並びにこれらを   業【国庫補助】   治療機器（リニアック）の整備を促進  

専門的に行う医師等の育   する  

成   ○がんプロフェッショナル  がん多発地域におけるがん医療の均て  

養成プラン【国庫補助】  ん化を目指し、総合的がん専門医療人  

を養成する（秋田大学で実施）  

○がん認定看護師育成支援  がん認定看護師の資格取得を促進する  

事業【国庫補助】   ための環境整備を支援する。  

○がん看護専門研修開催事  がん看護に従事する看護師を対象に、  

業【県単】   化学療法や緩和ケアに関する専門的知  
識・技術について研修を実施する。   

2 治療の初期段階からの   ○秋田型緩和ケアシステム  秋田県緩和ケア推進検討委員会を設置   

緩和ケアの実施  構築事業【国庫補助】   し、地域の実情に即した緩和ケア推進  

体制を検討する  

期段階からの  ○開催指針に基づく緩和ケ  すべてのがん診療に携わる医師等が、  
及び専門的な  ア研修事業【国庫補助】  緩和ケアについての基本的な知識を習  

の推進  得するための研修会を開催する。  
（「がん診療連携拠点病院機能強化事  

業」及び「がん診療連携拠点病院機能  

強化事業」によりがん拠点病院で実施）  

○緩和ケア医師実践研修事  緩和ケアチーム医師を対象とし、症例  
業【国庫補助】   検討のほか、緩和ケア病棟や訪問診療  

・看護の現場での指導など、実践的で  

密度の高い研修を実施する  

・緩和ケアの  ○在宅緩和ケア研修事業  在宅緩和ケアに必要な知識の習得と関  
【国庫補助】   係機関の連携強化を目的とした、緩和  

ケア研修会を地域単位で開催する。  

③緩和ケアの普及   ○緩和ケア研修会の開催  緩和ケアの普及を目的とし、県民を対  

【国庫補助】   象とした研修会を開催する。   

3 がん登録の推進  ○地域がん登録事業【県単】  がんと診断された者の医療情報を県内  

医療機関からの届出票により収集し、  

地域がん登録委員会で解析する。  

○院内がん登録の支援【国  電子カルテ上で作動する院内がん登録  

庫補助】   支援システムの普及、地域がん登録と  
の調整等。（がん診療連携協議会で実  

施）   

4がん予防・早期発見の   

進  

防   ○世界禁煙デーフォーラム  世界禁煙デーに合わせて、PR活動と  

開催費【国庫補助】   フォーラムを実施する。  

○受動喫煙防止対策推進事  事業所等の受動喫煙対策の推進するた  

業【国庫補助】   め 受動喫煙防止対策講演会を開催。  
○たばこ・アルコール健康  出前講座を活用し、県内各地域におい  

教育の実践事業【国庫補  てたばこ・アルコールに関する健康教  

育を推進する  助】  
○がん診療機器等整備事業  早期発見と適切な診療の実施を促進す  

（PET－CT整㈲【県単】  るため、がん診療連携拠点病院におけ  

るPETqCTの整備費用を助成す  
る。   
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区 分   事 業 名   内 容   

こんの早期発見   ○乳がん用マンモコイル緊  精密検査制度の向上を図るため、がん   

（続き）   急整備事業【国庫補助】  診療連携拠点病院におけるマンモコイ  

ルの整備を支援する。  

○子宮がん検診助成事業  20歳から39歳の若年層について年  

【県単】   1回の子宮がん検診の受診を推奨し、  

早期発見、早期治療を推進するため、  

市町村に対し経費を助成する。  

○がん検診機器の整備（電  人間ドックや集団検診で使用する機器  

源立地地域対策交付金事  

業）【国庫補助】   

こん医療に関する相談  ○がん患者経験者による相  がん患者やその家族の不安の解消を図   

≡及び情報提供   談支援事業【国庫補助】  るため、患者経験者が患者の立場から  
がんの相談（ピアカウンセリング）に  

対応できるよう、研修を実施する。  
○がんサロン設置モデル事  がんに関する情報や療養上の悩み等に  

業【国庫補助】   ついて、療養中の患者や患者体験者等  
が気楽に集い語り合える場を提供でき  

るよう、患者団体等が主体となって相  

談や啓発に取り組む事業に要する経費  

を助成する。  

○がんに関する情報提供事  がんに関するパンフレット等の作成・  

業【国庫補助】   配付により、県民に対し、がんの医療  

・療養・相談窓口等に関する情報を提  

供する。  

○がんに関する普及啓発事  がんに関するシンポジウムを開催し、  

業【国庫補助】   県民に対し、がんの予防や治療に関す  
る知識の普及啓発を図る。   

）ミん医療水準均てん化  ○がん診療連携拠点病院機  がん診療連携拠点病院において、がん   

亘進   能強化事業【国庫補助】  医療従事者研修事業、がん診療連携拠  
点病院ネットワーク事業、院内がん登  
録促進事業、がん相談支援事業、普及  

啓発・情報提供事業を実施する。  

○がん診療連携拠点病院機  地域がん診療連携拠点病院と同等また  

能強化事業【県単】   はこれに準ずる医療機能を有する地域  

の中核的病院の診療・連携機能の強化  

等に要する経費を助成する。  

○保健医療情報ネットワー  通信ネットワークを利用した病理診断  

ク構築事業（テレパソロ  及び放射線画像診断などの診療情報の  

ジー・テレラジオロジー）  共有化と診療支援により、県内どこで  

【県単】   も、質の高い医療サービスを効率的に  

受けられる体制を構築する。  

○がん診療施設設備整備事  がん診療連携拠点病院等に対し、良質  

業（医療提供体制推進事  ながん医療の提供のための設備整備に  

業）【国庫補助】   要する経費を助成する。   

がんに関する研究の推  ○がんに関する調査研究委  院内がん登録等から得られる診療情報  

託事業【県単】   の収集、罷患率等のがんの実態把握、  
これらの情報の分析、がん治療に関す  

る県への提言等を委託。   

その他   ○がん対策推進計画進行管  進捗を管理する委員会を設置し、がん  

理費【県単】   対策推進計画の進行管理及び達成度の  

評価をするとともに、計画を効果的に  

実践するための提言を得る。   
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秋田県がん対策推進計膏について  

第与奪分野別の取り組み方針（個別目標）   ≠l手篭細川脚ん対策推進肝属1こついて  

1 先走の馳旨   
0 がんの魚篭亡率は．平成9年から10年連続して全鴎1位   
0 がん対策は、本県の保線、鑑慮対策の中で暮雲な霧粗  
0 今後書肘ヒの弘行により、がん離癖軋死亡肴とも積加する数れ  
0 このため、行軋がん鳥書及びモの輔車含めたれ艮、医療徒■曹専が一体となっ   

て、がん予防の書及、早期枇体側の激化、がん邑☆・相談支払体制の充実専lこ総合   
的に散り勧むことをヨ的に策定  

之一 針1■の傲t付け   
がん紺策も本法に規定すも拇新興がん対策穐通計暫  

8 計曹の期¶   
平成20年丘から平成之4年度までの6年間  

川 ＃和露僚の地道   
0 全てのがん紺に携わ馬脚が績粕ケア  

に関する基本的知托を習得（5年以内〉   
0 全ての2次監鍍恥に緩和ケアチームを散  
離している医療機間を複数榊（5年以内〉  

（刀 在宅霞憬の捜逢  

（却社食榊のためのケアの蛙逢  

¢ がんに爛す‘る柵提供と柏隷支援の充実  
（l）惰組提供機能の充農  
（幻 相談支綿飴の充実   
0 全ての2次ぎ優濃に相談支線センターを  
媚加‖か帝鼠冊柑年以内〉  

7 地域に耕ナ各線1休刊の轟書  
（l）地嶋における活触と轟書青書む県民との払欄  

8 がんに輌する蠣兼と織の触   
り）がん量降の推進  
（カ がん研究の推鷹  

＝）たばこ妙策の他   
0 未成年書の壌壇串書0％（3年以内〉   
0 智≠的に喫煙すも警の割合を減少  

（8年以内）   

くお 嚢生温の徴瞥   
○ 食塩の摂取1専10g以下（8年以内）   

侍仁多書炊邁の肪止   
0 多上敷苓肴を○％（5年以内〉  

（割身体者勤・勤め権逢   
0 日常における歩数を吼800歩く5年以内〉   

和犬親株コホート研究の活用  

2 がんのヰ期発見の推糞  
（l）がん檎鯵の曹及・唇弁寧（受診率の向上専）   
0 がん楓鯵（▼・腫・大鵬・軋・子音がん〉  

の受診＊をき0≠玖上くさ年以内）  
（か がん柑のrの向上  

8 集攣的治療の椎簑と人材の書戒  
（t）放射線療法及び化学療法の絶進   
0 全ての拠点鋼読で放射ヰ療法、外来他年  

療法の実施体制の提爛（さ年以内）   
くカ がん医療往事著の青虚数び確保の推進  
（3）横揮腑な治療の興経と紬ガイドラインの   
曹及  

ヰ がん藍棚の丑傭と濃機体個の構築  
（t）がん抑連綿点ホ操の整繍とネットワーー   
クづくり   
0 全ての2次医療∬に需ね1か併環虞拠点  

痍緩舌鼓♯（8年以内）  
（幻地域における鼠醜遍挑体制の蜃繍   
0 全ての拠点鋼統で5犬がんく肺・事・肝  

▲大腸・乳がん〉 に爾する地域1撫クリテ  
ィカルパスを農■（5年以内）  

算2暮基本方針  

1がん暮春及びモのた♯を書めた■畏の視点に五ったがん対簸の推濃  
2 ■毘の●加と＃係書のi機・協力によるがん対簾の稟虹  
8 特に暮点をおいて取り組むぺき腫と1戒すぺき訂傷竜泉めた鮭愈働かつ   
廿書的ながん封驚の稟土  

需8肇がんをめぐる本欄の塊状  

1 がんによる死亡の状況   
0 がんの粗死亡率は、昭和59年から死亡帯同のヰ1位   
○平成18年のがんによる死亡書数はき．87フ人（28．＄％）  

之 がんの予防とがん柑及び地域がん量ヰの状況   
0 市町村が綿している甘・大鵬・戴・軋・子宮がん鏡野の染鯵率Fよ．20■一aO％で   
捜移   

0 地♯がん蓋僻は、平成1さ年から量最♯■を開始  
8 鑑糠の状況   
0 がん柑≠拠点■挑は、7か所柑た（申璃中台む〉   
0 がん善治鍍する暮門の露軒導の島根徒事～書が不足  

鴬8辛 がん対策の推進体制と見破し  

1計甘の撫軋棚   
がん患者・書畿及び腰書団体を含む県民、市町  

・打、憂慮濃蘭闇黒書、市町村及び県が相互の遮携   
監削ヒし、秋田県一体となり敵り錮む。  

ヱ 計す脆牡にかかる闊係斬こ期糟される役割   
県民、がん鳥著・書換及び熟考団体、霞勅臥   

匿せせ事書専、佳良鯉■、榛鯵横臥医療醐偶成   
体、■集肴・匿機保険肴専、市町村、熱がそれぞ   
れの役割を果たすことに静める。  

3 1戒状況の織粧と廿曹の11し   
fl）得度や関係書専のま鳥の把姐と進捗す理  
（か 計画の見鼓し   

0 少なくとも5年ごとに構損肘する。   
0 日機運成眞の♯臥辞凱こよっては、計画  

期間（5年）綴丁前でも克之しを行う。   

音ヰ暮∴暮点的に取り組むぺき事項と自指すぺき日犠  

日揮すべき日義の敷走り○年爛以内）  t慮的lこ取り組むべ善事礪  

0 がんの予断とヰ職責見  
0 鮭紺蜘蝉相川他事■捷の頗と人材の▼戚  
0 がん相継点餓の鮒  
0 冶加納鵬からの暮粕ケアの実地  
0 がんに関する職提供と相談王壇の充実  
0 がん量♯の雛  

0 がんの75麟未満車齢偶慈死亡率の28恥減少  
g6．1 → 76．8（人口10万対）  

0 全てのがん慮竜及びモの家族の背痛の蹴並びに績生活の賞の  
鵬向上  



人口  

二次医療圏数  

：約113万人  
8  

5秋 田 県  

二＝  

都道府県拠点   地域拠点   
新規申請   0   4   

既指定病院   
計   10   

＞合計二11  

「※」は、入院患者数が1．200人に満たない場合。   

【新規申請病院】  
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医療法人明和会 中通総合病院  
地域がん診療連携拠点病院  

539床  

2，458人（30％）／年  

31，141人／年  
99件／2か月  

150人／年  
684回／2か月  

213人／2か月  

309件／2か月  

422人／2か月  

456件／2か月  

28件／2か月  

729件／2か月（47件／2か月）  
31件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている  

申請区分  

病床数  
新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者準数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頬件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  

【参考：既指定病院】  

秋田大学医学部附属病院  
都道府県がん診療連携拠点病院  

610床  

2，494人（32％）／年   

区分  

病床数  

新入院がん患者数  

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  月
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放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  
〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ嬰方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件薮（迅速検査件数）  

680件／2か月  

26了人／2か月  

294件／2か月  

5件／2か月  

893件／2か月（10了件／2か月）  
84件／2か月  タ 一相談件数  相談支援セン  

秋田県厚生農業協同組合連合会 山本組合総合病院  

地域がん診療連携拠点病院  

534床  

※833人（12％）／年  

4，187人／年  
37件／2か月  

145人／年  
1，108回／2か月  

84人／2か月  

298件／2か月  

120人／2か月  

120件／2か月  

1件／2か月  

581件／2か月（13件／2か月）  

12件／2か月   

区分  

病床  

新入院がん患者数   
（新入院患者数仁占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のづ処方日数〕   

疫和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  
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秋田赤十字病院  

区分  

病床数  
新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者廷数  
悪性腫瘍手術総数   

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依植件数  

病理診断件数（迅速検李件数）  

相談支援セ ンター相談件数  

地域がん診療連携拠点病院  
496庄  

1，754人（18％）／年  

29，607人／年  
139件／2か月  

182人／年  

1，746回／2か月  

71人／2か月  

174件／2か月  

122人／2か月  

357件／2か月  

33件／2か月  

1158件／2か月（24件／2か月）  

32件／2か月  

秋田県厚生農業協同組合連合会 由利組合総合病院  

地域がん診療連携拠点病院  

724床  

1，414人（9％）／年   

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  
外来がん患者延数  
悪性腫瘍手術総数   

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援セ ンター相談件数  
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94人／2か月  

253件／2か月  

55人／2か月  

192件／2か月  

3件／2か月  

593件／2か月（23件／2か月）  

65件／2か月  

秋田県厚生農業協同組合連合会 仙北組合総合病院  

地域がん診療連携拠点病院  

568床  

1，609人（20％）／年  

19，571人／年  

77件／2か月  

94人／年  

238回／2か月  

126人／2か月  

210件／2か月  

105人／2か月  

151件／2か月  

2件／2か月  

508件／2か月（32件／2か月）  

18件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫痛手術総数   

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  
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平鹿総合病院  秋田県厚生農業協同組合連合会  
地域がん診療連携拠点病院  

586床  

1，403人（16％）／年  

4，078人／年  
98件／2か月  

270人／年  
801回／2か月  

102人／2か月  

382件／2か月  

96人／2か月  

297件／2か月  

末設置件／2か月  

903件／2か月（30件／2か月）  
70件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性薩痛手緬総数  
放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕   

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
ンター相談件数  相談支援セ  

雄勝中央病院  秋田県厚生農業協同組合連合会  
地域がん診療連携拠点病院  

等85床  

※379人（7％）／年  

5，了96人／年  

28件／2か月  

0人／年  

0回／！か月  

33人／2か月  

58件／2か月  

27人／2か月  

50件／2か月  

7件／2か月  

161件／2か月（0件／2か月）  

区分  

病床数  

新入院がん患者数  
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔甲べ処方日数〕   

緩和ケラチーム新規鱒鱒件数  

病理診断件数（迅速検重任数）  
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